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古
筆
切
拾
塵
抄
・
続
（
十
三
）
│
入
札
目
録
の
写
真
か
ら
│
小
島
孝
之
は
じ
め
に
昭
和
三
年
の
入
札
目
録
を
取
り
上
げ
続
け
て
い
る
が
、
特
に
昭
和
三
年
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
書
棚
の
同
じ
棚
に
並
ん
で
い
る
の
を
取
り
出
し
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
た
だ
の
惰
性
で
あ
る
。
事
の
次
い
で
に
今
回
も
昭
和
三
年
の
目
録
を
開
い
て
み
る
。
い
ず
れ
取
り
上
げ
た
い
と
前
（
続
・
十
一
）
に
触
れ
た
松
方
公
爵
家
の
目
録
に
し
よ
う
。
昭
和
三
年
三
月
二
十
六
日
入
開
札
さ
れ
た
『
前
公
爵
松
方
家
蔵
品
入
札
目
録
』
で
あ
る
。
前
回
ま
で
に
取
り
上
げ
た
大
型
の
目
録
と
異
な
り
、
縦
二
四
・
五
セ
ン
チ
、
横
一
七
セ
ン
チ
程
の
や
や
小
型
の
目
録
で
あ
る
。
公
爵
家
の
目
録
と
し
て
は
地
味
な
も
の
で
、
内
容
も
探
幽
・
応
挙
が
多
く
、
墨
蹟
も
そ
こ
そ
こ
と
い
っ
た
感
じ
で
あ
る
。
松
方
家
が
美
術
品
を
売
却
し
た
理
由
は
こ
れ
ま
で
の
目
録
と
同
様
、
昭
和
金
融
恐
慌
で
経
営
す
る
銀
行
が
破
産
し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
目
録
に
「
前
公
爵
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
も
同
じ
理
由
で
あ
る
。
今
更
説
明
の
要
も
な
い
と
は
思
う
が
、
ご
く
簡
単
に
触
れ
て
お
く
と
、
当
時
の
松
方
家
の
当
主
は
、
総
理
大
臣
も
務
め
た
松
方
正
義
の
長
男
の
巌
で
あ
る
。
父
の
正
義
が
亡
く
な
っ
た
後
、
巌
が
家
を
継
ぎ
、
父
の
爵
位
「
公
爵
」
も
継
承
し
た
。
貴
族
院
議
員
も
継
承
し
、
銀
行
経
営
に
携
わ
り
第
十
五
銀
行
の
頭
取
に
な
っ
た
が
、
在
職
中
に
大
恐
慌
に
見
舞
わ
れ
、
銀
行
が
経
営
破
綻
し
て
し
ま
っ
た
。
巌
は
そ
の
経
営
責
任
を
取
り
、
私
財
を
差
し
出
し
、
貴
族
院
議
員
を
辞
職
し
、
爵
位
ま
で
も
返
上
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、「
前
公
爵
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
巌
18
は
こ
れ
を
機
に
一
切
の
公
職
か
ら
退
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
潔
い
身
の
処
し
方
で
は
あ
ろ
う
。
有
名
な
の
は
巌
の
父
、
松
方
正
義
の
方
で
あ
ろ
う
。
私
の
ご
く
私
的
な
体
験
に
触
れ
た
い
。
那
須
開
拓
に
ま
つ
わ
る
話
で
あ
る
。
那
須
野
が
原
は
明
治
初
期
ま
で
は
那
須
岳
の
噴
火
に
よ
る
溶
岩
に
覆
わ
れ
た
荒
撫
地
で
あ
っ
た
。
火
山
岩
と
砂
礫
に
覆
わ
れ
た
土
地
に
雨
は
す
べ
て
吸
い
取
ら
れ
て
水
が
な
い
。
農
業
も
林
業
も
出
来
な
い
と
い
う
土
地
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
疎
水
を
通
し
、
農
業
可
能
な
土
地
に
し
よ
う
と
い
う
計
画
が
持
ち
上
が
り
、
印
南
丈
作
・
矢
板
武
ら
が
中
心
に
な
っ
て
推
し
進
め
、
殖
産
興
業
策
の
一
環
と
し
て
伊
藤
博
文
・
松
方
正
義
ら
が
支
援
し
た
。
明
治
十
一
年
に
千
本
松
に
観
象
台
が
設
置
さ
れ
た
。
明
治
十
二
年
、
十
三
年
に
は
開
墾
事
業
が
始
め
ら
れ
、
十
四
年
に
大
山
巌
や
西
郷
従
道
ら
が
開
墾
事
業
を
始
め
た
。
明
治
十
八
年
に
よ
う
や
く
那
須
疎
水
が
完
成
し
、
本
格
的
な
那
須
野
が
原
の
開
拓
が
始
ま
っ
た
。
松
方
正
義
は
明
治
十
八
年
に
農
場
経
営
を
開
始
し
、
そ
の
農
場
が
今
も
千
本
松
農
場
と
し
て
存
続
し
て
い
る
。
松
方
巌
は
こ
の
千
本
松
農
場
に
別
邸
を
建
築
し
、
多
く
の
内
外
の
要
人
や
皇
族
た
ち
が
訪
れ
た
。
そ
の
建
物
は
今
も
農
場
の
一
角
に
現
存
し
て
お
り
、
現
在
も
使
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
私
は
ひ
と
夏
那
須
に
遊
ん
だ
折
に
、
千
本
松
農
場
を
訪
ね
た
こ
と
が
あ
る
。
観
光
牧
場
と
し
て
大
い
に
賑
わ
っ
て
い
た
。
観
光
施
設
か
ら
や
や
奥
ま
っ
た
静
か
な
と
こ
ろ
に
そ
の
別
邸
は
あ
っ
た
。
付
近
に
は
訪
れ
た
皇
族
の
植
え
た
記
念
樹
が
い
く
つ
も
あ
っ
た
。
明
治
の
面
影
が
ひ
っ
そ
り
息
づ
い
て
い
る
。
閑
話
休
題
。
目
録
の
内
容
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。
前
言
し
た
よ
う
に
、
古
筆
資
料
は
多
く
な
い
。
軸
装
さ
れ
た
も
の
が
二
点
と
古
筆
手
鑑
が
二
点
で
あ
る
。
手
鑑
の
写
真
は
比
較
的
大
き
く
、
印
刷
も
比
較
的
鮮
明
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
多
く
は
『
古
筆
学
大
成
』
に
原
寸
大
の
で
真
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
収
録
さ
れ
た
古
筆
切
の
多
く
は
現
在
も
あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
個
人
に
よ
っ
て
所
有
さ
れ
て
い
る
ら
し
い
。
現
存
が
確
認
で
き
な
い
断
簡
は
、
こ
の
目
録
か
ら
転
写
さ
れ
て
い
る
。
ゆ
え
に
取
り
残
さ
れ
た
古
筆
切
は
ご
く
少
数
で
あ
る
が
、
本
物
が
出
現
す
る
ま
で
は
写
真
を
共
有
す
べ
き
で
あ
ろ
う
と
思
う
の
で
以
下
に
掲
出
す
る
こ
と
と
す
る
。
一
　
ま
ず
、
掛
軸
装
の
一
点
物
を
掲
げ
よ
う
。
消
息
と
色
紙
で
あ
る
か
ら
、
厳
密
に
言
え
ば
古
筆
切
で
は
な
い
が
、『
古
筆
名
葉
集
』
な
ど
で
も
古
筆
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
の
で
挙
げ
る
こ
と
に
す
る
。
１　
「
八　
佐
理　
消
息
」
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書
き
出
し
に
佐
理
の
草
名
が
あ
る
「
離
洛
帖
」
の
名
で
知
ら
れ
る
有
名
な
佐
理
の
真
筆
書
状
で
あ
る
。
あ
ま
り
に
も
有
名
な
も
の
で
、
図
版
や
翻
刻
は
い
ろ
い
ろ
な
所
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
割
愛
に
従
う
。
２　
「
夢
窓　
多
賀
色
紙
」
夢
窓
国
師
を
伝
承
筆
者
と
す
る
色
紙
で
、
内
容
は
漢
詩
で
あ
る
よ
う
だ
が
必
ず
し
も
明
瞭
で
は
な
い
。
国
宝
手
鑑
「
藻
塩
草
」
に
添
え
ら
れ
た
古
筆
了
伴
に
よ
る
筆
者
目
録
で
は
、「
多
賀
色
紙
」
と
書
い
た
上
か
ら
「
三
浦
色
紙
」
と
訂
正
し
て
い
る
。
三
井
文
庫
所
蔵
手
鑑
「
筆
林
」
に
付
さ
れ
た
古
筆
了
信
に
よ
る
目
録
に
は
、「
三
浦
色
紙
、
多
賀
色
紙
」
と
併
記
さ
れ
て
い
る
。
当
目
録
の
見
出
し
は
「
多
賀
色
紙
」
と
し
て
あ
る
。「
古
筆
名
葉
集
」
類
で
は
、
単
に
「
色
紙
」
と
さ
れ
て
い
た
が
、『
増
補
古
筆
名
葉
集
』（
安
政
五
年
刊
）
に
至
っ
て
「
多
賀
色
紙
」
と
固
有
名
が
付
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
了
伴
が
こ
れ
を
「
三
浦
色
紙
」
と
改
称
し
た
理
由
は
不
明
で
あ
る
。
内
容
に
つ
い
て
は
、『
増
補
古
筆
名
葉
集
』
が
「
草
書
五
言
絶
句
金
銀
砂
子
」
と
し
て
い
る
。
現
時
点
で
私
の
手
元
に
は
本
断
簡
を
含
め
て
七
点
ほ
ど
の
デ
ー
タ
が
あ
り
、
確
か
に
五
言
四
行
の
も
の
が
多
い
が
、
七
言
四
行
の
も
の
や
、
八
言
四
行
の
も
の
も
あ
り
、
必
ず
し
も
「
五
言
絶
句
」
ば
か
り
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
内
容
に
つ
い
て
吟
味
し
た
報
告
に
私
は
ま
だ
接
し
た
こ
と
が
な
い
し
、
私
自
身
も
到
底
内
容
を
吟
味
す
る
だ
け
の
力
量
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
の
で
、
今
後
の
解
明
に
俟
ち
た
い
。
こ
こ
に
は
図
版
を
転
載
し
、
試
み
の
翻
字
を
掲
げ
る
が
、
解
読
出
来
て
い
る
自
信
は
全
く
な
い
。
誤
読
は
容
赦
願
い
た
い
。
（
破
損
等
で
読
め
な
い
箇
所
は
■
、
該
当
す
る
文
字
に
思
い
至
ら
な
い
箇
所
は
□
と
し
た
。）（
図
１
）
図１
20
（
翻
刻
）水■
圓
□
是
■
物
身
上
有
我
亦
■
非
■
ゝ
不
動
為
人
説
■
□
■
来
□
□
衣
二
次
は
古
筆
手
鑑
で
あ
る
。
ま
ず
、
目
録
の
八
六
に
折
込
み
で
挟
み
こ
ま
れ
て
い
る
、「
孤
山
集
」
と
命
銘
さ
れ
て
い
る
も
の
か
ら
取
り
上
げ
よ
う
。
こ
こ
に
は
二
十
三
点
の
古
筆
切
の
比
較
的
大
き
な
写
真
が
掲
出
さ
れ
て
い
る
。
固
有
名
を
持
つ
有
名
な
古
筆
切
ば
か
り
で
、
こ
の
手
鑑
の
優
秀
さ
が
し
の
ば
れ
る
。
極
め
札
は
写
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
掲
げ
ら
れ
た
見
出
し
を
そ
の
ま
ま
こ
こ
に
も
掲
げ
る
こ
と
に
す
る
。
１
、「
貫
之　
高
野
切
」
伝
紀
貫
之
筆
「
高
野
切
」『
古
今
和
歌
集
』
巻
十
九
、
一
〇
五
三
番
の
断
簡
三
行
で
あ
る
。「
高
野
切
」
は
三
筆
に
分
か
れ
、
第
一
種
が
最
も
優
れ
た
筆
跡
と
さ
れ
、
第
二
種
は
源
兼
行
の
筆
跡
と
さ
れ
て
い
る
。
巻
十
九
は
第
三
種
の
筆
跡
で
あ
る
。
当
断
簡
は
、『
古
筆
学
大
成
』
に
「
個
人
蔵
」
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
小
さ
い
縮
小
図
版
な
の
で
現
物
か
ら
の
撮
影
が
出
来
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
あ
る
い
は
、
当
目
録
の
写
真
の
転
載
か
も
し
れ
な
い
。
翻
刻
は
『
古
筆
切
資
料
集
成　
一
』
に
も
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
割
愛
す
る
。
２
、「
貫
之　
兼
輔
集
切
」
伝
紀
貫
之
筆
「
名
家
家
集
切
」『
堤
中
納
言
集
』
の
断
簡
十
行
。『
私
家
集
大
成
』
の
「
兼
輔
Ⅲ
」
51
〜
54
に
当
た
る
。
写
真
は
『
古
筆
学
大
成
』（
個
人
蔵
と
あ
る
）
を
初
め
、『
書
道
全
集
』、『
日
本
名
跡
叢
刊
』
等
い
ろ
い
ろ
な
所
に
原
寸
大
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
割
愛
す
る
。
３
、「
道
風　
小
島
切
」
伝
小
野
道
風
筆
「
小
島
切
」『
斎
宮
女
御
集
』
の
断
簡
四
行
で
あ
る
。
『
私
家
集
大
成
』
の
『
斎
宮
女
御
Ⅳ
』
47
に
当
た
る
。『
古
筆
学
大
成
』
は
原
寸
大
の
写
真
を
収
め
、「
個
人
蔵
」
と
記
し
て
い
る
。
よ
っ
て
こ
れ
も
割
愛
す
る
。
４
、「
佐
理　
筋
切
」
伝
藤
原
佐
理
筆
「
筋
切
」『
古
今
和
歌
集
』
巻
十
九
、
一
〇
三
八
〜
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一
〇
四
二
番
の
九
行
の
断
簡
。
こ
れ
は
藤
原
定
信
の
真
筆
と
さ
れ
て
い
る
。
名
古
屋
の
関
戸
家
に
近
年
ま
で
ま
と
ま
っ
た
冊
子
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
た
の
で
、
か
な
り
の
分
量
が
復
元
さ
れ
て
い
る
。
当
断
簡
は
『
古
筆
学
大
成
』
や
『
名
跡
叢
刊
』
に
も
原
寸
大
の
写
真
が
あ
る
が
、
久
曽
神
昇
氏
の
所
蔵
品
を
ま
と
め
た
『
古
筆
切
影
印
解
説
Ⅰ
』
の
口
絵
に
原
色
の
原
寸
大
図
版
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
割
愛
に
従
う
。
５
、「
佐
理　
紙
捻
切
」
伝
藤
原
佐
理
筆
「
紙
捻
切
」『
道
済
集
』（
三
〇
〇
番
）
の
断
簡
三
行
で
あ
る
。『
私
家
集
大
成
』
の
本
文
と
は
多
少
相
違
が
あ
り
、『
新
編
国
歌
大
観
』
の
本
文
と
一
致
す
る
。『
古
筆
学
大
成
』、『
名
跡
叢
刊
』
に
原
寸
大
の
写
真
が
あ
り
、「
個
人
蔵
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
平
成
四
年
六
月
の
根
津
美
術
館
に
お
け
る
「
古
筆
名
葉
展
」
に
も
出
品
さ
れ
て
い
る
が
、
同
展
示
図
録
に
は
所
蔵
者
名
が
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
詳
細
は
不
明
だ
が
、
お
そ
ら
く
同
館
の
所
蔵
で
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
割
愛
す
る
。
６
、「
行
成　
猿
丸
集
切
」
伝
藤
原
行
成
筆
『
猿
丸
集
』
の
断
簡
七
行
。『
私
家
集
大
成
』
の
「
猿
丸
集
」
Ⅰ
28
〜
29
番
に
当
た
る
。
元
は
三
十
六
人
集
の
一
本
と
し
て
書
写
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
現
存
は
十
葉
ほ
ど
が
確
認
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
貴
重
な
断
簡
で
あ
る
。『
古
筆
学
大
成
』（
個
人
蔵
と
あ
る
）、『
書
道
全
集
』
等
に
原
寸
大
の
写
真
が
あ
り
、
こ
れ
も
割
愛
に
従
う
。
７
、「
小
大
君　
香
紙
切
」
伝
小
大
君
筆
の
「
香
紙
切
」『
麗
花
集
』
の
断
簡
七
行
で
あ
る
。『
麗
花
集
』
は
散
佚
歌
集
で
あ
り
、「
香
紙
切
」
は
逸
文
を
集
成
す
る
た
め
の
重
要
な
断
簡
で
あ
る
。
早
く
久
曽
神
昇
氏
の
逸
文
集
成
が
あ
り
、
『
古
筆
学
大
成
』
が
さ
ら
に
逸
文
を
増
補
し
た
が
、
近
年
で
は
さ
ら
に
高
城
弘
一
氏
が
精
力
的
に
逸
文
集
成
と
詳
細
な
分
析
を
発
表
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
当
断
簡
も
す
で
に
集
成
さ
れ
て
お
り
、
写
真
も
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
か
ら
蛇
足
は
割
愛
す
る
。
８
、「
公
任　
大
色
紙
」
伝
藤
原
公
任
筆
「
大
色
紙
」
か
。
内
容
は
『
古
今
和
歌
集
』
巻
一
、
五
三
番
歌
の
末
句
二
行
で
あ
る
。
伝
公
任
筆
「
大
色
紙
」
と
称
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
菱
唐
草
紋
様
の
唐
紙
に
、『
万
葉
集
』『
古
今
和
歌
集
』
『
拾
遺
和
歌
集
』
等
の
歌
集
の
作
者
名
、
詞
書
を
除
き
、
歌
だ
け
を
抜
粋
し
て
散
し
書
き
に
し
た
書
物
か
ら
、
色
紙
の
形
に
切
り
出
し
た
も
の
22
で
あ
る
。
大
型
の
も
の
を
「
大
色
紙
」
と
呼
び
、
小
型
の
も
の
を
「
小
色
紙
」
と
呼
ん
で
い
る
。
本
断
簡
は
一
枚
の
色
紙
か
ら
僅
か
に
二
行
だ
け
を
切
り
取
っ
た
も
の
で
、
筆
跡
も
「
大
色
紙
」
の
ツ
レ
と
言
え
る
か
ど
う
か
、
判
断
が
難
し
い
。
料
紙
に
一
部
で
は
あ
る
が
菱
唐
草
の
紋
様
が
見
え
る
の
で
、
ひ
と
ま
ず
ツ
レ
と
し
て
お
く
が
、『
古
筆
学
大
成
』
が
本
断
簡
を
採
用
し
な
か
っ
た
の
は
、
や
は
り
「
大
色
紙
」
と
す
る
決
め
手
に
欠
け
る
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。（
図
２
）
図２
（
翻
刻
）
　
　
　
　
　
の
と
け
か
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
し
９
、「
行
成　
朗
詠
切
」
見
出
し
は
右
の
通
り
で
あ
る
が
、
実
の
と
こ
ろ
、
本
断
簡
は
伝
源
頼
政
筆
「
平
等
院
切
」『
和
漢
朗
詠
集
』
で
あ
る
。『
古
筆
学
大
成
』
に
は
ち
ゃ
ん
と
「
平
等
院
切
」
の
一
葉
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
。
同
書
に
は
「
個
人
蔵
」
と
し
て
あ
る
が
、
小
さ
い
写
真
な
の
で
こ
れ
も
現
物
か
ら
撮
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
当
目
録
か
ら
の
転
写
か
も
し
れ
な
い
。
二
枚
の
断
簡
を
貼
り
合
わ
せ
て
お
り
、
前
半
の
五
行
が
漢
詩
で
、『
新
編
国
歌
大
観
』
の
歌
番
号
六
五
九
〜
六
六
〇
番
に
当
た
り
、
後
半
二
行
が
和
歌
で
六
六
五
番
に
当
た
る
。
漢
詩
の
部
分
と
和
歌
の
部
分
を
同
時
に
鑑
賞
す
る
た
め
に
、
こ
う
し
た
切
り
継
ぎ
が
し
ば
し
ば
行
わ
れ
る
。
既
知
の
断
簡
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
も
割
愛
に
従
う
。
10
、「
公
任　
巻
物
切
」
『
和
漢
朗
詠
集
』
七
五
八
番
の
漢
詩
を
書
い
た
も
の
。
ツ
レ
に
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
以
外
の
詩
句
を
書
い
た
も
の
が
あ
り
、
原
本
は
秀
句
を
抜
粋
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
通
常
「
詩
書
切
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
藤
原
定
信
の
真
筆
と
言
わ
れ
て
い
る
。『
古
筆
学
大
成
』
に
原
寸
大
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、「
個
人
蔵
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
こ
れ
も
割
愛
す
る
。
11
、「
定
頼　
烏
丸
切
」
伝
藤
原
定
頼
筆
「
烏
丸
切
」『
後
撰
和
歌
集
』
巻
三
、
一
三
四
〜
一
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三
五
番
の
八
行
。
こ
の
断
簡
も
『
古
筆
学
大
成
』『
名
跡
叢
刊
』『
日
本
名
筆
全
集
』
な
ど
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
周
知
の
断
簡
な
の
で
割
愛
す
る
。
12
、「
俊
頼　
民
部
切
」
伝
源
俊
頼
筆
「
民
部
切
」『
古
今
和
歌
集
』
巻
十
五
、
八
〇
三
〜
八
〇
五
番
の
八
行
。
こ
の
断
簡
に
つ
い
て
も
『
古
筆
学
大
成
』
に
個
人
蔵
と
し
て
原
寸
大
の
写
真
が
収
め
ら
れ
て
い
る
の
で
割
愛
す
る
。
13
、「
行
成　
朗
詠
切
」
伝
藤
原
行
成
筆
「
近
衛
本
和
漢
朗
詠
集
切
」
巻
下
、
六
一
三
番
の
四
行
の
断
簡
。
近
衛
家
に
伝
来
し
た
の
で
こ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
る
。
現
在
、
陽
明
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
巻
下
の
二
帖
は
国
宝
の
指
定
を
受
け
て
い
る
。
美
し
い
色
変
わ
り
の
唐
紙
な
ど
に
書
写
さ
れ
て
お
り
、
い
つ
の
こ
ろ
か
脱
落
し
た
断
簡
が
諸
所
で
愛
玩
さ
れ
て
い
る
。
巻
上
の
断
簡
は
た
だ
一
葉
が
藤
田
美
術
館
の
手
鑑
に
あ
る
ば
か
り
で
、
他
は
す
べ
て
下
巻
の
断
簡
で
あ
る
。
本
断
簡
も
陽
明
文
庫
所
蔵
の
巻
子
か
ら
脱
落
し
た
下
巻
の
部
分
で
あ
る
。
こ
の
断
簡
も
『
古
筆
学
大
成
』
に
個
人
蔵
と
し
て
原
寸
大
の
写
真
が
収
め
ら
れ
て
い
る
の
で
割
愛
す
る
。
14
、「
忠
家　
歌
合
切
」
伝
藤
原
忠
家
筆
「
柏
木
切
」
二
十
巻
本
歌
合
の
断
簡
。『
歌
合
大
成
』
の
二
三
六
「
永
長
元
年
五
月
五
日
権
中
納
言
匡
房
歌
合
」
の
六
〜
七
番
に
当
た
る
。
萩
谷
朴
氏
は
『
歌
合
大
成
』
の
解
説
中
で
当
断
簡
を
、
「
田
中
親
美
翁
の
写
し
置
か
れ
た
も
の
に
よ
り
（
中
略
）
調
査
し
得
た
」
と
し
て
い
る
か
ら
、
萩
谷
氏
も
原
本
は
見
て
い
な
か
っ
た
ら
し
い
。
『
古
筆
学
大
成
』
に
は
個
人
蔵
と
し
て
原
寸
大
の
写
真
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
原
本
が
現
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
こ
れ
も
割
愛
す
る
。
15
、「
俊
忠　
二
条
切
」
伝
藤
原
俊
忠
筆
「
二
条
切
」
二
十
巻
本
歌
合
の
断
簡
。『
歌
合
大
成
』
五
「
寛
平
御
時
后
宮
歌
合
」
の
一
六
五
〜
一
六
六
番
に
当
た
る
。
『
古
筆
学
大
成
』
に
は
こ
れ
も
個
人
蔵
と
し
て
原
寸
大
の
写
真
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。『
歌
合
大
成
』
の
解
説
中
に
は
、「
堀
越
家
」
の
所
蔵
と
し
て
あ
る
の
で
、
本
断
簡
の
松
方
家
を
出
た
後
の
所
蔵
者
を
示
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
こ
れ
が
現
在
の
所
蔵
者
と
同
じ
か
否
か
は
定
か
で
は
な
い
。
こ
れ
も
割
愛
す
る
。
16
、「
俊
成　
日
野
切
」
24
藤
原
俊
成
自
筆
の
「
日
野
切
」『
千
載
和
歌
集
』
巻
十
一
、
六
九
四
〜
六
九
六
番
の
断
簡
。「
日
野
切
」
は
撰
者
自
筆
本
と
し
て
そ
の
価
値
は
計
り
知
れ
な
い
。『
古
筆
学
大
成
』
に
は
や
は
り
個
人
蔵
と
し
て
原
寸
大
の
写
真
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
こ
こ
も
割
愛
に
従
う
。
17
、「
実
朝　
中
ノ
院
切
」
伝
源
実
朝
「
中
院
切
」『
後
拾
遺
和
歌
集
』
巻
五
、
三
七
二
〜
三
七
四
番
の
十
行
。
こ
の
断
簡
は
ど
う
い
う
わ
け
か
『
古
筆
学
大
成
』
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。『
古
筆
切
資
料
集
成　
二
』
に
翻
刻
が
あ
る
の
み
な
の
で
写
真
を
転
載
し
て
お
く
。（
図
３
）。
（
翻
刻
）
　
　
　
　
九
月
盡
日 
秋 
を
ゝ
し
む
こ
ゝ
ろ
を
よ
め
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
原
範
永
朝
臣
　
　
あ
す
よ
り
は
い
と
ゝ
し
く
れ
や
ふ
り
そ
は
む
　
　
く
れ
ゆ
く
あ
き
を
ゝ
し
む
た
も
と
に
　
　
　
　
九
月
盡
日
終
夜
惜
秋
こ
ゝ
ろ
を
よ
み
侍
け
る
　
　
あ
け
は
て
は
の
へ
を
ま
つ
み
む
は
な
す
ゝ
き
　
　
ま
ね
く
け
し
き
は
あ
き
に
か
は
ら
し
　
　
　
　
九
月
盡
日
よ
み
侍
け
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
眼
源
賢
　
　
あ
き
は
た
ゝ
け
ふ
は
か
り
そ
と
な
か
む
れ
は
18
、「
基
俊　
多
賀
切
」
藤
原
基
俊
筆
「
多
賀
切
」『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
上
、
二
七
九
〜
二
八
一
番
の
六
行
。
藤
原
基
俊
の
真
筆
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
貴
重
な
断
簡
で
あ
る
。『
古
筆
学
大
成
』
は
原
寸
大
の
写
真
を
掲
げ
て
、「
不
二
文
庫
蔵
手
鑑
所
収
」
と
記
す
。
こ
の
記
述
に
従
っ
て
推
測
す
れ
ば
、
「
孤
山
集
」
と
い
う
手
鑑
は
す
で
に
解
体
さ
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
右
の
通
り
な
の
で
、
割
愛
す
る
。
図３
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19
、「
頼
政　
平
等
院
切
」
伝
源
頼
政
筆
「
平
等
院
切
」『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
下
、
四
四
三
〜
四
四
四
番
の
五
行
。
４
の
ツ
レ
。『
古
筆
学
大
成
』
に
個
人
蔵
と
し
て
原
寸
大
の
写
真
が
あ
る
。
小
松
茂
美
著
『
古
筆
』
な
ど
に
も
鮮
明
な
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
割
愛
す
る
。
20
、「
西
行　
白
川
切
」
伝
西
行
筆
「
白
河
切
」『
後
撰
和
歌
集
』
巻
九
、
五
四
二
〜
五
四
三
番
の
十
一
行
。
巻
一
か
ら
巻
十
ま
で
（
お
そ
ら
く
上
下
二
帖
の
上
冊
の
み
）
非
常
に
多
く
の
断
簡
が
現
存
し
て
お
り
、
百
二
十
葉
ほ
ど
が
確
認
で
き
る
。
巻
十
一
以
後
の
下
巻
は
一
枚
も
知
ら
れ
ず
、
喪
失
し
た
か
何
処
か
の
蔵
に
埋
も
れ
て
い
る
か
の
ど
ち
ら
か
で
あ
ろ
う
。
本
断
簡
も
『
古
筆
学
大
成
』
に
原
寸
大
の
写
真
が
あ
る
。
た
だ
し
、「
個
人
蔵
手
鑑
「
旧
錦
嚢
」
と
さ
れ
て
い
る
の
が
引
っ
掛
か
る
。
こ
の
「
旧
錦
嚢
」
が
伊
達
家
旧
蔵
手
鑑
「
旧
錦
嚢
」
の
こ
と
だ
と
す
る
と
、「
旧
錦
嚢
」
は
大
正
五
年
五
月
に
仙
台
伊
達
家
の
入
札
に
出
さ
れ
て
お
り
、
現
在
も
個
人
蔵
で
健
在
の
は
ず
で
あ
る
か
ら
、「
孤
山
集
」
と
重
複
す
る
こ
と
は
考
え
に
く
い
の
で
あ
る
。
ど
う
考
え
た
ら
よ
い
の
か
分
か
ら
な
い
。
誤
記
で
あ
ろ
う
か
。
原
寸
大
の
写
真
が
公
開
さ
れ
て
い
る
の
で
割
愛
に
従
う
。
21
、「
寂
蓮　
右
衛
門
切
」
伝
寂
蓮
筆
「
右
衛
門
切
」『
古
今
和
歌
集
』
巻
十
七
、
八
八
四
〜
八
八
五
番
の
六
行
で
あ
る
。
こ
れ
も
非
常
に
多
く
の
断
簡
が
現
存
し
て
お
り
、
巻
十
六
、
巻
十
八
を
除
く
全
部
の
巻
の
断
簡
が
（
数
葉
の
模
写
を
含
め
て
）
約
百
二
十
葉
あ
る
。
そ
の
他
に
、
巻
十
四
の
一
冊
が
東
京
国
立
博
物
館
に
、
巻
十
七
の
零
本
一
冊
が
穂
久
邇
文
庫
に
、
巻
十
九
の
一
冊
が
徳
川
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
巻
二
の
別
本
が
北
岡
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
、
仮
名
序
の
摸
本
一
巻
も
複
製
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
大
量
の
本
文
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
本
断
簡
も
『
古
筆
学
大
成
』
に
原
寸
大
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
割
愛
す
る
。
22
、「
宗
尊
親
王　
有
栖
川
切
」
「
元
暦
校
本
万
葉
集
」
の
断
簡
で
あ
る
。
巻
十
、
二
六
七
四
〜
二
六
七
六
番
の
六
行
。
平
安
朝
書
写
の
『
万
葉
集
』
で
は
最
も
多
く
の
本
文
を
残
し
て
い
る
。「
元
暦
校
本
万
葉
集
」
は
、
東
京
国
立
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
る
古
河
家
旧
蔵
本
と
高
松
宮
旧
蔵
本
（
有
栖
川
宮
家
か
ら
継
承
）
以
外
の
断
簡
が
「
有
栖
川
切
」、
巻
十
四
の
断
簡
の
み
「
難
波
切
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
筆
者
名
は
様
々
な
名
が
当
て
ら
れ
て
お
り
、
巻
十
は
通
常
、「
源
俊
頼
」
ま
た
は
「
藤
原
公
任
」
の
筆
と
称
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
当
断
簡
は
『
古
筆
学
大
成
』
に
原
寸
大
の
写
真
が
収
め
26
ら
れ
て
お
り
、「
不
二
文
庫
蔵
」
と
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
こ
れ
も
割
愛
す
る
。
23
、「
伊
経　
難
波
切
」
「
元
暦
校
本
万
葉
集
」
巻
十
四
、
三
五
五
三
〜
三
五
五
四
番
の
断
簡
で
あ
る
。
前
項
に
記
し
た
通
り
、
巻
十
四
な
の
で
「
難
波
切
」
と
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
原
寸
大
の
写
真
は
『
古
筆
学
大
成
』（「
個
人
蔵
」
と
あ
る
）
そ
の
他
に
多
数
掲
出
さ
れ
て
い
る
の
で
、
割
愛
す
る
。
三
次
に
取
り
上
げ
る
の
は
目
録
の
九
〇
に
載
る
無
銘
の
古
筆
手
鑑
で
あ
る
。
掲
出
さ
れ
る
写
真
は
八
点
に
過
ぎ
な
い
。
お
そ
ら
く
「
孤
山
集
」
よ
り
格
下
の
扱
い
な
の
だ
ろ
う
が
、
こ
ち
ら
は
七
点
に
極
め
札
も
写
さ
れ
て
い
る
。
残
り
の
一
点
に
は
見
出
し
が
な
い
の
で
、
極
め
札
の
あ
る
も
の
は
そ
れ
を
見
出
し
に
掲
げ
、
残
り
の
一
点
に
は
、「
孤
山
集
」
同
様
に
任
意
の
見
出
し
を
付
す
。
24
、「
聖
武
天
皇
（
琴
山
）」
伝
聖
武
天
皇
筆
「
大
聖
武
」『
賢
愚
経
』「
五
百
盲
児
往
返
逐
佛
縁
品
」（大
正
新
修
大
蔵
経
393
頁
b3
〜
b7
・
b17
〜
b21
）
十
行
の
断
簡
で
あ
る
。
五
行
の
断
簡
と
五
行
の
断
簡
を
貼
り
継
い
で
い
る
（
右
の
b
は
中
段
を
、
a
は
上
段
を
、
c
は
下
段
を
そ
れ
ぞ
れ
表
し
、
洋
数
字
は
行
数
を
示
す
）。
大
ぶ
り
の
堂
々
た
る
筆
跡
は
昔
か
ら
聖
武
天
皇
筆
と
し
て
尊
重
さ
れ
、
手
鑑
の
巻
頭
に
貼
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
の
で
多
数
現
存
し
て
い
る
。（
図
４
）
図４
27　古筆切拾塵抄・続（十三）─入札目録の写真から─
（
翻
刻
）阿羅
漢
道
尓
時
阿
難
見
諸
盲
人
肉
眼
明
浄
又
盡
諸
漏
成
阿
羅
漢
長
跪
合
掌
前
白
佛
言
世
尊
出
世
実
復
奇
特
所
為
善
事
不
可
思
議
又
此
諸
盲
人
特
蒙
殊
澤
肉
眼
既
明
自
安
意
吾
當
為
汝
作
大
照
明
是
時
薩
薄
即
以
白
畳
自
纏
両
臂
蘇
油
潅
之
然
用
當
炬
将
諸
商
人
逕
於
七
日
乃
越
此
闇
時
諸
賈
客
感
戴
其
恩
慈
敬
无
量
各
獲
安
穏
喜
不
自
25
、「
光
明
皇
后　
薩
大 
衆 
□
□
」
伝
光
明
皇
后
筆
「
蝶
鳥
下
絵
経
切
」『
法
華
経
』
従
地
涌
出
品
（
41
頁
a09
〜
15
）
の
断
簡
。「
大
聖
武
」
と
並
ん
で
手
鑑
の
巻
頭
に
配
さ
れ
る
べ
き
古
筆
切
で
あ
る
。
丁
子
を
全
面
に
吹
き
付
け
た
料
紙
に
金
泥
で
界
線
罫
線
を
施
し
、
蝶
や
飛
鳥
、
折
枝
、
草
花
な
ど
の
下
絵
を
金
銀
泥
で
散
ら
し
た
美
麗
な
経
切
。『
法
華
経
』
や
『
観
普
賢
経
』
が
書
写
さ
れ
て
い
る
。
元
は
開
結
経
を
含
め
た
全
十
巻
が
書
写
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
結
経
の
『
無
量
義
経
』
の
断
簡
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
本
断
簡
は
他
の
ど
こ
に
も
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ
こ
に
転
載
し
て
お
く
。（
図
５
）。
（
翻
刻
）薩大
衆
従
何
所
来
尓
時
諸
佛
各
告
侍
者
諸
善
男
子
且
待
須
臾
有
菩
薩
摩
訶
薩
名
曰
弥
勒
釈
迦
牟
尼
佛
之
所
授
記
次
後
作
佛
已
問
斯
事
佛
今
答
之
汝
等
自
當
因
是
得
聞
尓
時
釈
迦
牟
尼
佛
告
弥
勒
菩
薩
善
哉
善
哉
阿
逸
多
乃
能
問
佛
26
、「
弘
法
大
師
時
世
尊
即
為
（
守
村
）」
「
絵
因
果
経
」
の
断
簡
。
本
文
の
内
容
は
『
過
去
現
在
因
果
経
』
巻 図５
28
四
（
650
頁
a22
〜
23
）
で
あ
る
。
上
段
に
絵
を
、
下
段
に
経
文
を
書
い
て
い
る
。
極
め
札
に
は
「
弘
法
大
師
」
と
し
て
あ
る
が
、
天
平
時
代
の
写
経
で
あ
る
こ
と
は
分
か
っ
て
い
る
。
醍
醐
寺
報
恩
院
に
巻
三
上
の
一
巻
が
完
存
す
る
ほ
か
、
上
品
蓮
台
寺
（
巻
二
上
）、
東
京
藝
術
大
学
（
巻
四
下
）
等
に
巻
子
本
が
あ
る
。
欠
脱
が
あ
り
、
諸
家
に
分
蔵
さ
れ
て
い
る
。
本
断
簡
は
、
国
宝
手
鑑
「
翰
墨
城
」
に
押
さ
れ
て
い
る
部
分
に
後
続
す
る
部
分
で
あ
る
。（
図
６
）
（
翻
刻
）時世
尊
即
為
那
提
迦
葉
伽
耶
迦
葉
及
諸
弟
子
現
大
神
変
又
応
其
27
、「
源
順　
在
久
邇
京
思
留
寧
楽
（
守
村
）」
伝
源
順
筆
「
栂
尾
切
」『
万
葉
集
』
巻
四
の
目
録
三
行
の
模
写
で
あ
る
。「
栂
尾
切
」
は
宮
内
庁
に
保
管
さ
れ
る
桂
宮
本
『
万
葉
集
』
巻
四
か
ら
脱
落
し
た
断
簡
の
呼
称
。
桂
宮
本
は
か
つ
て
伏
見
天
皇
の
所
有
で
あ
っ
た
が
、
い
つ
の
こ
ろ
か
加
賀
の
前
田
家
の
所
蔵
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
前
田
家
と
桂
宮
家
と
の
婚
姻
に
伴
っ
て
桂
宮
家
の
所
有
に
な
っ
た
ら
し
い
。
明
治
に
桂
宮
家
が
絶
え
た
た
め
御
物
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
前
田
家
の
所
有
に
な
る
以
前
か
ら
切
り
取
り
に
よ
る
脱
落
は
始
ま
っ
て
い
た
ら
し
く
、
か
な
り
多
く
の
部
分
が
散
在
し
、
こ
の
散
佚
部
分
が
、
「
源
順
」
筆
と
か
、「
宗
尊
親
王
」
筆
と
称
さ
れ
て
い
る
。
本
断
簡
は
そ
の
散
佚
部
分
に
相
当
す
る
の
で
あ
る
が
、
実
は
、
こ
の
部
分
は
『
古
筆
学
大
成
』
や
『
日
本
名
筆
全
集
』、「
三
十
回
手
鑑
」
な
ど
に
掲
出
さ
れ
る
五
行
の
断
簡
（
後
ろ
に
別
の
個
所
二
行
が
貼
り
継
が
れ
て
い
る
）
の
初
め
の
三
行
と
一
致
す
る
の
で
あ
る
。
字
体
な
ど
は
「
栂
尾
切
」
を
よ
く
模
し
て
い
る
が
、
料
紙
の
装
飾
ま
で
は
写
せ
て
い
な
い
。
桂
宮
本
は
色
と
り
ど
り
の
染
紙
に
金
銀
泥
を
用
い
て
蝶
・
鳥
・
草
花
・
流
水
な
ど
を
描
い
た
華
麗
な
紙
を
用
い
て
い
る
が
、
本
断
簡
に
は
本
物
に
は
あ
る
下
絵
が
な
い
の
で
あ
る
。
模
写
と
断
ず
る
所
以
で
あ
る
。
本
物
と
比
較
す
る
参
考
と
し
て
こ
こ
に
掲
出
す
る
こ
と
と
す
る
。（
図
７
）
図６
29　古筆切拾塵抄・続（十三）─入札目録の写真から─
図７
（
翻
刻
）在久
邇
京
思
留
寧
楽
旧
京
坂
上
大
嬢
大
伴
宿
祢
家
持
作
哥
一
首
藤
原
郎
女
聞
之
即
和
歌
一
首
28
、「
寂
然　
村
雲
切
」
何
故
か
前
述
し
た
よ
う
に
、
本
断
簡
に
は
極
め
札
が
写
さ
れ
て
い
な
い
。
見
出
し
も
な
い
が
、
伝
寂
然
筆
「
村
雲
切
」『
貫
之
集
』
に
紛
れ
も
な
い
。『
古
筆
学
大
成
』
の
他
、『
日
本
の
書
の
美
』『
春
敬
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
名
品
図
録
』
な
ど
に
原
寸
大
の
写
真
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
飯
島
春
敬
氏
の
所
蔵
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
よ
っ
て
こ
れ
も
割
愛
す
る
。
29
、「
源
俊
頼　
閏
三
月
有
け
る
（
守
村
）」
伝
源
俊
頼
筆
「
京
極
関
白
集
切
」
の
断
簡
三
行
で
あ
る
。
こ
の
断
簡
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
多
く
の
先
学
が
触
れ
て
い
る
の
で
、
贅
言
を
慎
み
、
転
載
を
割
愛
す
る
。
な
お
、
右
に
見
る
通
り
、
極
め
札
に
は
本
文
の
書
き
出
し
を
「
閏
三
月
有
け
る
」
と
読
ん
で
い
る
が
、「
閏
三
月
は
へ
る
」
と
読
む
べ
き
で
、
鑑
定
者
の
誤
読
で
あ
る
。『
古
筆
学
大
成
』
は
目
録
か
ら
の
転
写
を
掲
げ
て
い
る
が
、
そ
の
出
所
の
目
録
を
、
「『
諏
訪
子
爵
家
他
入
札
目
録
（
大
八
・
三
、
東
美
）』」
と
記
し
て
い
る
が
、
大
正
八
年
三
月
二
十
四
日
の
『
子
爵
諏
訪
家
御
蔵
品
・
伯
爵
某
家
旧
御
蔵
品
・
熱
田
加
藤
家
御
蔵
品
入
札
目
録
』
に
は
本
断
簡
は
見
当
た
ら
な
い
。
あ
る
い
は
こ
れ
も
松
方
家
の
目
録
の
誤
記
で
あ
ろ
う
か
。
30
、「
五
條
三
位
俊
成
卿
か
す
か
の
ゝ
（
琴
山
）」「
五
條
三
位
俊
成
卿
か
す
か
の
ゝ
（
守
村
）」
藤
原
俊
成
真
筆
と
さ
れ
る
「
御
家
切
」『
古
今
和
歌
集
』
巻
十
一
、
四
七
八
〜
四
七
九
番
の
九
行
で
あ
る
。
こ
の
断
簡
は
『
古
筆
学
大
成
』
が
当
松
方
家
の
目
録
の
転
写
を
掲
出
し
て
い
る
の
で
割
愛
す
る
。
31
、「
参
議
雅
経
卿
朱
雀
院
の
（
守
村
）」
伝
飛
鳥
井
雅
経
筆
「
今
城
切
」『
古
今
和
歌
集
』
巻
九
、
四
二
〇
〜
四
二
一
番
の
断
簡
で
あ
る
。
す
で
に
藤
原
教
長
の
真
筆
で
あ
る
こ
と
が
30
分
か
っ
て
い
る
貴
重
な
古
筆
切
。
こ
れ
も
『
古
筆
学
大
成
』
に
個
人
蔵
と
し
て
原
寸
大
の
写
真
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
割
愛
す
る
。
な
お
、
目
録
の
九
三
番
に
、「
嵯
峨
帝　
飯
室
切
残
欠
巻
」
と
い
う
見
出
し
で
、
写
経
の
巻
子
の
断
簡
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
『
金
光
明
最
勝
王
経
注
釋
』
巻
四
（
749
頁
a34
〜
b30
）
で
、
紛
れ
も
な
い
「
飯
室
切
」
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
「
飯
室
切
」
の
研
究
上
の
意
義
は
、
お
そ
ら
く
そ
こ
に
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
白
筆
の
加
点
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
写
真
で
は
判
読
が
困
難
で
あ
り
、
翻
刻
も
不
可
能
に
近
い
と
考
え
る
の
で
、
割
愛
す
る
し
か
あ
る
ま
い
。
他
に
、「
光
信　
稚
児
草
紙　
二
巻
」、「
探
幽　
西
行
物
語　
四
巻
」、
「
探
幽　
西
行
物
語　
二
巻
」
な
ど
の
絵
巻
が
載
っ
て
い
る
が
、
巻
物
の
一
部
で
あ
り
、
写
真
が
小
さ
い
な
ど
、
条
件
が
良
く
な
い
の
で
、
す
べ
て
割
愛
に
従
う
。
 
（
こ
じ
ま
・
た
か
ゆ
き　
成
城
大
学
名
誉
教
授
）
